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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロチ　じ

　i　昭和54年度第2回犬の注射日程表　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ヨ

　1月日地区時間場所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　1　　　　　　　　　　　　　　　　　9：00～11：30　　　　　　　　　　　　 ：

　：　　十日町　　 保　健所l　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：20～14：30　　　　　　　　　　　　　　　　。

　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　じ　匪　　　　川　　　治14：50～真5：30川治集落センター　：
　：　10月2日　　　　　　　　　　　　　　　　I
　o　　　　　　　　9：00～10：10中条公民館　l
i　（火）中　条1。：4。～11：1。克雪管理センターi

　し
　：　　　　　　　　13130～14：30下条公民館　き
　：　　　　下　　　条　’　　　　　　　　　　14：50～15：20東下組小学校
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　i　　　　　新座・大井田　9：00～10：00大井田公民館

　：　　　　＋　日　町10：30～11：30　　　　　　と
　：　　　　　　　　　　　　　市民体育館
　i　10月3日川　　　治13：30～15：00　　　　　　り

　’　　　　　　　　9：00～9：40馬場飼育所
　ロ
i（水）水　沢1・：1・一11：3・水沢出張所緯

　：　　　　　　　　13：30～14100野中小学校　1
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　十日町山地14：45～15：00赤倉分校　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　：　　　　　　　　9：00～9：40吉田出張所　：
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　1　　　　　吉　　　田10：00～10：10名ケ山小学校　　1
　：　10月4日　　　　　　　　　　　　　　　　：
　’　　　　　　　　10：30～11：00真田小学校　 ，

　ロ　：　　（木）　八　　　箇13：30～14：00八箇小学校　i
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ髪i　　六　箇14：3・～151・・六箇出張所i
　L一＿＿一幽一一＿一一＿一＿＿一＿一＿＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一

月日 地　区 時　間 場　　所

9：00～11：30
保　　健　　所十　　日　　町

13：20～14：30

川　　　　治 14：50～15：30 川治集落センター
10月2日

（火）

9：00～10：10中条公民館
中　　　　条

10：40～11：10 克雪管理センター

13130～14：30下条公民館
下　　　　条

14：50～15：20 東下組小学校

新座・大井田 9：00～10：00大井田公民館

10：30～11：30
市民体育館

十　　日　町

川　　　　治 13：30～15：00
10月3日

（水）

9：00～9：40 馬場飼育所
水　　　　沢 10：10～11：30 水沢出張所

13：30～14100野中小学校
十日町山地 14：45～15：00 赤　倉　分　校

9：00～9：40 吉田出張所
吉　　　　田 10：00～10：10 名ケ山小学校

10月4日

（木）

10：30～11：00 真田小学校
八　　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15100六箇出張所

事
業
名
　
　
期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

　
　
霧

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

10

月
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
6
月

生
れ
の
人

域全

い七
』だくでいおはたかの月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

10
月
1
2
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
4
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

10

月
16
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

脇
年
⑫
月

～
5
4
年
2

月
生
れ
の

人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

3
歳
児
検
診

10

月
17
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
4
月

生
れ
の
人

全
　
　
域

　
停
電
の
お
知
ら
せ

▼
十
月
八
日
㈲
　
午
後
一
時
～
五
時

ま
で
　
昭
和
町
四
丁
目
の
一
部
、
稲

荷
町
一
丁
目
の
一
部
、
稲
荷
町
二
丁

目
、
稲
荷
町
三
南
・
三
北
．
三
丁
目

本
通
り
の
各
一
部
、
本
町
六
丁
目
二

の
一
部
、
旭
町
、
本
町
五
丁
目
の
一

部
、
▼
十
月
九
日
㈹
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、

菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
　
▼
十
月
二
十

二
日
側
　
午
後
一
時
～
四
時
半
ま
で

美
女
木
、
高
場
、
軽
沢

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種
を
実
施

●
該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
十
五
歳
ま

で
の
集
団
生
活
を
営
ん
で
い
る
人

●
料
金
　
満
三
歳
か
ら
小
学
校
入
学

前
の
人
一
回
百
円

●
受
け
て
は
い
け
な
い
人
有
熱
者
、

病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人

●
注
意
事
項
　
●
前
日
入
浴
を
さ
せ
、

清
潔
な
肌
着
を
着
用
す
る
こ
と
　
●

接
種
当
日
は
必
ず
体
温
測
定
（
朝
食

前
）
　
●
母
子
手
帳
、
印
か
ん
を
忘

れ
ず
に
　
●
問
診
票
は
保
護
者
が
責

任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎◎

擁
嚥
繍
噸
旧
蕪
贈
酷
翻
）

実
施
地
区

実
　
施
　
　
月
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

接
種
会
場

一
回
目

二
回
目

川
治
・
八
箇
地
区
10

月
珍
日
囲
10

月
30
日
’

午
後
－
時
50
分
～
2
時
3
0

川
治
公
民
館

六
箇
小
学
校
区

10
月
1
5
日
㈲

10
月
2
9
日

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
10
分
～
2
時
2
0
分

　
　
　
　
　
　
　
9

野
中
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
3
時
1
0
分

水
沢
出
張
所

下
条
小
学
校
区

10
月
1
6
日
㈹

10
月
3
0
日
－

午
後
－
時
3
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
40
分

東
下
組
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

10
月
1
7
日
困

10

月
31
日

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

中
条
小
学
校
区
10
月
1
8
日
困

n
月
8
日
㈱

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

中
条
公
民
館

鐙
島
小
学
校
区

10
月
1
8
日
困

n
月
－
日
困

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

東
小
学
校
区
10
月
1
9
日
囲

H
月
6
日
㈹

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

東
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

10
月
2
3
日
㈹

11

月
7
日
困

午
後
2
時
～
2
時
1
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

枯
木
又
分
校

十
日
町
地
区

（
本
町
通
よ
り
東
側
）

10
月
2
5
日
㈱

H
月
14
日
困
午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

十
日
町
地
区

（
本
町
通
よ
り
西
側
）

10
月
2
6
日
囲

11

月
1
5
日
㈱

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
・
八
箇
地
区

n
月
1
日
困
11

月
16
日
働

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
30
分

川
治
公
民
館

馬
場
小
学
校
区

11

月
2
日
働
11

月
1
5
日
困

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

珠
田
分
校

…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

　　　　　膨翻
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○
：

・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
　
　
児
童
手
当

　
市
民
税
の
所
得
割
額
が
か
か
ら
な

い
か
た
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の

支
給
額
が
、
十
月
分
よ
り
六
千
五
百

円
（
現
行
六
千
円
）
に
な
り
ま
す
．

　
増
額
に
な
っ
た
該
当
者
の
か
た
に

は
児
童
手
当
額
改
定
通
知
書
に
よ
り

通
知
し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
父
母
が
婚
姻
を
解

消
し
た
児
童
、
父
が
死
亡
し
た
児
童
、

父
が
法
律
に
き
め
ら
れ
た
程
度
の
廃

疾
や
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
、
父

譲
亙
薫
莫
隻
畷
謡

回
　
　
　
寺
　
だ
回

30330器一馨3－33－32－330器一＝

罰
鵜
｝
恥
。
．
験
●
．
蝶

16回市民と語

11月1日　（木）

間　午後4時～8時

場市役所小会議室

気軽におでかけくだ

D330器一330器一33033一認一器○器（

が
行
方
不
明
の
児
童
な
ど
を
扶
養
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
次

の
支
給
制
限
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
（
こ
の
場
合
の
児
童
と
は
十
八
歳

未
満
の
人
を
い
い
ま
す
）

　
　
　
支
給
制
限

　
児
童
の
父
か
母
の
死
亡
に
よ
っ
て

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
が
あ
る
場
合

や
、
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ
て
い

る
と
き
な
ど
に
支
給
制
限
さ
れ
ま
す
．

　
　
　
所
得
制
限

　
手
当
の
受
給
者
か
受
給
者
の
扶
養

義
務
者
の
年
間
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
支
給
制
限
さ
れ
ま
す
。

：
O

　　めいレース、
　　珍レースに拍手喝釆

　　一13回老人スポーツ大会一

秋晴れの10月12目、十目町小学校ク

ラウンドで13回老人スポーッ大会が争

われました。年々参加者がふえ、こ

の目は1，400人もの明治青年が参加・

パン食い競争、樽ころがし、紅白玉フ

れなどに熱い汗を流していました・

　
　
手
当
月
額
・
支
払
日

○
児
童
一
人
の
場
合
　
二
万
六
千
円

　
　
（
現
行
　
二
万
千
五
百
円
）

○
児
童
二
人
の
場
合
　
二
万
八
千
円

　
　
（
現
行
　
二
万
三
千
五
百
円
）

○
児
童
三
人
以
上
の
場
合
は
、
一
人

増
す
ご
と
に
四
百
円
加
算
し
た
額

　
支
払
目
は
、
十
二
月
、
四
月
、
八

月
の
十
日
以
後
に
前
月
ま
で
の
四
カ

月
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
．

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
機
能
の
障
害
や
知
恵
お
く
れ

の
た
め
法
律
で
定
め
ら
れ
た
重
い
障

害
が
あ
る
二
十
歳
未
満
の
障
害
児
を

そ
の
父
母
が
監
護
す
る
と
き
や
父
母

以
外
の
人
が
養
育
す
る
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
．
支
給
制
限
、
所
得
制
限

な
ど
は
ほ
ぼ
児
童
扶
養
手
当
に
順
じ

　
　
　
　
　
グ
行
こ
。
入

　
　
　
縦
修
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

騰
．
難
鷺
欝

辮
諜
灘
禰

　
　
　
　
　
と
理
日

ま
す
が
、
児
童
が
「
廃
疾
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
」
「
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

収
容
さ
れ
て
い
る
と
き
」
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
　
手
当
月
額
・
支
給
日

〇
一
級
障
害
の
場
合
　
一
人
に
つ
き

三
万
円
（
現
行
　
二
万
四
千
八
百
円
）

〇
二
級
障
害
の
場
合
　
一
人
に
つ
き

二
万
円
（
現
行
　
一
万
六
千
五
百
円
）

　
支
払
日
は
、
児
童
扶
養
手
当
と
同

じ
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
受
給
該
当
者
の
か
た
で
ま

だ
手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い
か
た
、

受
給
者
で
転
居
後
届
け
を
し
て
い
な

い
か
た
、
ま
た
、
児
童
関
係
手
当
に

っ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
か
た
は
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
奮
七

－
三
二
一
番
内
線
二
一
六
）
へ
。
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　石油問題の相談窓ロ

　を開設　　　商工課
最近の石油輸入をめぐる複雑な輔に謹

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　っ　　　レより、石油需給の先行きに不安が生じ、　　！・
　　　　　　　　　　　　　　　　　類
苦構が増加する事態にもなっています。　　乙
　　　　　　　　　　　　　　　　　種　冬場をむかえ、灯油等の需要期に入り　1の
　　　　　　　　　　　　　　　　1消
問題が起こることも考えられますので、　1防
　　　　　　　　　　　　　　　　1設
市ではこの事態に対処するため商工課内　1

籔
麟講

耀叢

艦
譲
響
嚢
撫
灘
礁

　
県
’
．
、
は
、
消
防
設
備
士
に
対
す
る
　
　
備
士
）

消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
ま
た
は
整
　
　
期
日
及
び
場
所

備
に
関
す
る
講
習
を
、
つ
ぎ
の
と
お
　
第
一
種
・
第
二
種
〇
十
二
月
三
日
㈲

吻
実
施
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
経
営
者
協
会
（
新
潟
市
）

講
習
区
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
種
・
第
五
種
〇
十
二
月
四
目
㈹

　
第
一
種
（
第
一
類
甲
種
、
乙
種
並
　
　
　
新
潟
県
経
営
者
協
会
（
新
潟
市
）

び
に
第
二
類
甲
種
、
乙
種
の
各
消
防
　
第
三
種
〇
十
二
月
五
目
㈱
新
潟
県

設
備
士
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
用
組
合
（
新
潟
市
）
　
〇
十
二
月

　
第
二
種
（
第
三
類
甲
種
、
乙
種
の
　
六
日
㈱
新
潟
県
信
用
組
合
（
新
潟

各
消
防
設
備
士
）
　
　
　
　
　
　
　
　
市
）
　
〇
十
二
月
七
日
囲
　
長
岡
市

　
第
三
種
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に苦情相談の窓口を設けました。

　問題、苦情等が発生した場合は、個人、

会社を問わず商工課（87－3111番内線　　＿　に　ま

243）にご相談ください。　　　　　十必で十
なお市で荏ま、対策会議を設喜す国、県とi誘旱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地書　　五
も連絡を密にしながら石油対策に万全を　　域類　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　消等　　か

魏1藷灘難轟豫豊呈
代に対延するためエネルギー節約に一層　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　l車橋＿
のご協力繍いし衷す・　i海課
　　下水道受益者負担金の　　にの町一
　　　　　　　申告について　　1方た踏一
下水道事業受益者負担金の納付者に、蹴糠

、つぎのようなことが生じた場合には・遅i舗悶

滞なく申告の手続きをお願いします。　　　ま　と　て　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　すお　’町
　変更申告する場合には・印鑑を持参し　　・　り　跨地

て、市下水道課までおいでください。　　1主　’線内

○受益者の住所に変更があったとき　　　　九制　を　要

o死亡等により受益者が変ったとき　　　　貝限　ご迂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期利回
・受益地の地目を変更したとき　ヒ間鞭

○徴収猶予または減免を受ける事由がな　1月　十　だ　は

　　　　　　　　　　　　　　　　　一月　さ　’
くなったとき　　　　　　　　日二い市
o納付代理人に変更があ’，たとき　　　　　．に士　。導

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヤ　　ノヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　目　目　　本
十日町橋通行規制の変更について　　＿　・　町

　　　　　　　　　　　　　　　　　各二　　西　市報お知らせ版9月25日号でお知らせ　　日　十　　線

しました十日町橋橋梁補修工事に伴う交

通規制をつぎのように変更します。　　　　お務　　釜
　　　　　　　　　　　　　　　　　願所お削
9月17日～10月30日　片側通行（午前8　　い　＿問六
　　　　　　　　　　　　　　　　　し台い時
時～午後5時まで）　　　　　　　　　ま七合か
　　　　　　　　　　　　　　　　　す　1わ　ら10月31日～12月31日　車輌通行止（午前　　・五せ午

9時～午後5時まで）　　　　　　　　　　　五は後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一十六
〇大型車は栄橋を迂回路とします（路線　　　一日時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番町ま
バスとマイクロバスは除く）　　　　　　　　）土で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま木）O小型車以下は附近の仮橋通行となります・1　　で事
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　　　　防犯灯を寄贈

　東北電力十日町営業所では毎年市に防

犯灯を寄贈していますが、ことしも市内

10ヵ所に防犯灯を寄贈し、去る10月15日

に十日町営業所長が市役所を訪れ、池田

取役に目録をわたしました。

　〈取付地区〉中条菅沼、寿町、南新田

町、新水（2）、河内町、安養寺、栄橋通

り、魚野田川、下川原町
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　秦欝町地域広域事務継含、嚇卜β磁地域消防零

部．講防讐、消防団では、①幼兇、老人、身体

不欝由者鱗の幾死防恋録策の徽趨②防火管謹

体制の確立③地域ぐるみの肉主防火体制づ
く璽の推進の3点を意点目標に、11月ユ日から

7β家でr秋季火災予防遷動」を実施し家す。

　期聞中に消防職員、消防団員が、各事業所、

各家鷹に火の元検査に伺います。

　特に最近の出火原因をみると、ストーブの上

で洗たくものを干したため、石油風呂釜の煙突

に煤がた家り異状燃焼を起こした、油鍋を火に

掛けてその場を離れたため等が多くなっていま

す。十分にご注意ください。

　なお．期間中消防本部において防火相談室を

開般しますのでご利用ください。

　〈火災予防アンケートから〉

藤ll．、百分韓回答魏鱒鰍・〕i・二ll篤、未満

1　寝たばこはしない　　　　　　　　　　68％

2　ストーブの使用状態
⑦耐震装置をセットしていない　　　　　　11％

⑦火をつけたまま移動することがある　　　19％

⑦火をつけたまま給油することがある　　　13％

㊥ストーブの近くに洗たく物を干す　　　　45％

②ストーブをカーテンなど燃えやすいものの近く

　に置くことがある　　　　　　　　　　　5％
②手入れや点検をときどきする　　　　　　57％

3　煙突について
⑦煙突と木部とは15σπ以上離れている　　　49％

　④煙突に近接している木部が焦げている　　2％

　⑦石油風呂釜の煙突にすすがたまっている　4％

　㊥煙突の近くに物を干している　　　　　　2％

4　プロパンガスについて
　⑦ボンベは風通しの良い屋外に置いてある　82％

　④ボンベには、くさりなどで転倒防止をしてある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　53％
　⑦ボンベ及び配管には雪の目方がかからないよう

　4月の火災予防週間の際実施した火災予防ア

ンケートの結果がまとまりました。ちょっとし

た気の配りで火災は未然に防げます。もう一度、

身のまわりの火の元の点検をお願いします。

　
　
　
　
6
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孝
硅
匿
ξ
琴
量
墨
孝
星
墨

74％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6％
　　　　　5002未？商　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63％

　　　　　5004以上　　　　　　　　　　10％

④貯蔵場所は屋外である　　　　　　　　　55％

⑦貯蔵場所は屋内で、その場所の内装は不燃材で

ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15％

㊥貯蔵場所は屋内で、その場所の内装は可燃材で

ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　19％

　その他

⑦消火器は設置してある　　　　　　　　81％
⑦火災、地震等の際には玄関及び窓等2ヵ所以上

の避難口がある　　　　　　　　　　　　78％

＠石油風呂釜の掃除をときどきする　　　31％
㊥石油風呂釜の掃除はほとんどしない　　　16％

④2階または3階に避難器具を設置してある4％
②家族で防災についてときどき話しあう　　31％

㊥プ・パンガス器具のゴムホース等をときどき点

検する　　　　　　　　　　　　　　　　62％
⑦寝る前及び外出時には、火の元を確認する90％
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に苦情相談の窓口を設けました。

　問題、苦情等が発生した場合は、個人、

会社を問わず商工課（87－3111番内線　　＿　に　ま

243）にご相談ください。　　　　　十必で十
なお市で荏ま、対策会議を設喜す国、県とi誘旱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地書　　五
も連絡を密にしながら石油対策に万全を　　域類　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　消等　　か

魏1藷灘難轟豫豊呈
代に対延するためエネルギー節約に一層　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　l車橋＿
のご協力繍いし衷す・　i海課
　　下水道受益者負担金の　　にの町一
　　　　　　　申告について　　1方た踏一
下水道事業受益者負担金の納付者に、蹴糠

、つぎのようなことが生じた場合には・遅i舗悶

滞なく申告の手続きをお願いします。　　　ま　と　て　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　すお　’町
　変更申告する場合には・印鑑を持参し　　・　り　跨地

て、市下水道課までおいでください。　　1主　’線内

○受益者の住所に変更があったとき　　　　九制　を　要

o死亡等により受益者が変ったとき　　　　貝限　ご迂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期利回
・受益地の地目を変更したとき　ヒ間鞭

○徴収猶予または減免を受ける事由がな　1月　十　だ　は

　　　　　　　　　　　　　　　　　一月　さ　’
くなったとき　　　　　　　　日二い市
o納付代理人に変更があ’，たとき　　　　　．に士　。導
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　　　　　　　　　　　　　　　　　目　目　　本
十日町橋通行規制の変更について　　＿　・　町

　　　　　　　　　　　　　　　　　各二　　西　市報お知らせ版9月25日号でお知らせ　　日　十　　線

しました十日町橋橋梁補修工事に伴う交

通規制をつぎのように変更します。　　　　お務　　釜
　　　　　　　　　　　　　　　　　願所お削
9月17日～10月30日　片側通行（午前8　　い　＿問六
　　　　　　　　　　　　　　　　　し台い時
時～午後5時まで）　　　　　　　　　ま七合か
　　　　　　　　　　　　　　　　　す　1わ　ら10月31日～12月31日　車輌通行止（午前　　・五せ午

9時～午後5時まで）　　　　　　　　　　　五は後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一十六
〇大型車は栄橋を迂回路とします（路線　　　一日時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番町ま
バスとマイクロバスは除く）　　　　　　　　）土で
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　　　　防犯灯を寄贈

　東北電力十日町営業所では毎年市に防

犯灯を寄贈していますが、ことしも市内

10ヵ所に防犯灯を寄贈し、去る10月15日

に十日町営業所長が市役所を訪れ、池田

取役に目録をわたしました。

　〈取付地区〉中条菅沼、寿町、南新田

町、新水（2）、河内町、安養寺、栄橋通

り、魚野田川、下川原町
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　秦欝町地域広域事務継含、嚇卜β磁地域消防零

部．講防讐、消防団では、①幼兇、老人、身体

不欝由者鱗の幾死防恋録策の徽趨②防火管謹

体制の確立③地域ぐるみの肉主防火体制づ
く璽の推進の3点を意点目標に、11月ユ日から

7β家でr秋季火災予防遷動」を実施し家す。

　期聞中に消防職員、消防団員が、各事業所、

各家鷹に火の元検査に伺います。

　特に最近の出火原因をみると、ストーブの上

で洗たくものを干したため、石油風呂釜の煙突

に煤がた家り異状燃焼を起こした、油鍋を火に

掛けてその場を離れたため等が多くなっていま

す。十分にご注意ください。

　なお．期間中消防本部において防火相談室を

開般しますのでご利用ください。

　〈火災予防アンケートから〉

藤ll．、百分韓回答魏鱒鰍・〕i・二ll篤、未満

1　寝たばこはしない　　　　　　　　　　68％

2　ストーブの使用状態
⑦耐震装置をセットしていない　　　　　　11％

⑦火をつけたまま移動することがある　　　19％

⑦火をつけたまま給油することがある　　　13％

㊥ストーブの近くに洗たく物を干す　　　　45％

②ストーブをカーテンなど燃えやすいものの近く

　に置くことがある　　　　　　　　　　　5％
②手入れや点検をときどきする　　　　　　57％

3　煙突について
⑦煙突と木部とは15σπ以上離れている　　　49％

　④煙突に近接している木部が焦げている　　2％

　⑦石油風呂釜の煙突にすすがたまっている　4％

　㊥煙突の近くに物を干している　　　　　　2％

4　プロパンガスについて
　⑦ボンベは風通しの良い屋外に置いてある　82％

　④ボンベには、くさりなどで転倒防止をしてある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　53％
　⑦ボンベ及び配管には雪の目方がかからないよう

　4月の火災予防週間の際実施した火災予防ア

ンケートの結果がまとまりました。ちょっとし

た気の配りで火災は未然に防げます。もう一度、

身のまわりの火の元の点検をお願いします。

　
　
　
　
6

旨
富
翠
翠
孝
硅
匿
ξ
琴
量
墨
孝
星
墨

74％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6％
　　　　　5002未？商　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63％

　　　　　5004以上　　　　　　　　　　10％

④貯蔵場所は屋外である　　　　　　　　　55％

⑦貯蔵場所は屋内で、その場所の内装は不燃材で

ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15％

㊥貯蔵場所は屋内で、その場所の内装は可燃材で

ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　19％

　その他

⑦消火器は設置してある　　　　　　　　81％
⑦火災、地震等の際には玄関及び窓等2ヵ所以上

の避難口がある　　　　　　　　　　　　78％

＠石油風呂釜の掃除をときどきする　　　31％
㊥石油風呂釜の掃除はほとんどしない　　　16％

④2階または3階に避難器具を設置してある4％
②家族で防災についてときどき話しあう　　31％

㊥プ・パンガス器具のゴムホース等をときどき点

検する　　　　　　　　　　　　　　　　62％
⑦寝る前及び外出時には、火の元を確認する90％
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術・文化・芸能の秋です〃

■地区芸能祭

　　10月28日（日）午前10時～午後3時30分

　●郷土芸能●民踊●民謡●カラオケ

f一一一一一飛　小（飛渡地区公民館）蕊7－8743

■文化祭　11月3目（土）～4日（日）

　　3目　午後1時～午後5時
　　4目　午前9時～午後4時
　●菊花展・作品展（活花・やきもの・手芸）

　●十目町史跡公園紹介写真展・バザー

　・もちつき・やきものガラクタ市など

　　　　　　　　中条地区公民館溶2－2748

■文化祭　11月3日（土）～4日（日）

　午前9時～午後4時
●菊花・盆栽展●書道●活花展

●くみひも展示●バザーなど

　　　　　　大井田分館

下条

渡飛　
　
　
麓

　
顧
新

条
井

中
大

本
館

　
照

　
霧

衣簸

■文化祭　11月11日（日）

　午前9時～午後4時
●菊花・活花展●書道他作品展

●バザー

　　　　　新座分館

■文化祭　10月28日（日）午前9時～午後4時

　●作品展●下条グ）織物展●バザー

■第1回菊花展・家庭の日ポスター展・交通事故写真展

　　11月3日（土）～4日（日）午前9時～午後10時

　　（4日は午後4時まで）

■東下組地区村づくり大会
　　11月11日（日）午後1時～4時

　●体験発表●作品展（会場一東ド組小学校）

■下条地区世代交流集会　11月18日（日）午後1時～4時

　　5分科会にわかれて討議

一 ド条地区公民館密5－2004＿マ

■文化祭　10月28日（日）

　　午前9時～午後4時
　　●学習の成果発表展示●芸能発表・小

　　学生の作品展示●バザー（体育協会）

一六箇小（六箇地区公民館）82－3418A＿

♂鍛治

塞沢

■第5回市民芸能祭

　●市民会館ホール・入場無料です

　　10月26日囲　夜7時～9時半

　　郷土芸能と民踊のタベ

　●11月1日困　夜7時～9時半

　　競演〃舞踊と三味線・詩吟と剣詩舞

　●11月10日（土）夜7時～9時

　　剣舞と民踊（謡）の祭典

■県芸術祭公演

　　東京ヴィヴァルディ合奏団演奏会

　　10月29目（月）午後6時半開演

　　　（招待者に限ります）

■文化祭　11月3日午前9時～午後4時

　　●学級・講座の発表展示●写真展●美術協

　　会展●村まつりの広場●バザー●黒沢明

　　映画祭

　　　　　　　　十日町市公民館87－5011

■文化祭　11月3日（土）～4目（日

　　午前9時～午後4時

　　（4日は午後3時まで）

　　●作品展（花・焼物など）

り川治地区公民館82－2223一一rr一

■芸能発表会

　　11月18日（日）午前9時～午後3時

　　●地区民芸能発表会●小学生学芸発表

　　　吉田小（吉田地区公民館）雪2－2874

水沢地区文化祭（継鷺禦灘襲奪婦

■水沢小学校

　　11月3日（ガ～4日（日）午前9時～午後4時

　●文化部門　書道・盆栽・菊・活花・焼物など

　●芸能部門　民踊（謡）・詩吟・演劇・剣舞

　●地区公民館設置30周年記念式典

　●記念講演　上越教育大学教授　前田幹氏

■野中分館（野中小学校）

　　11月16日㈱　午前9時～午後3時
　●記念芸能祭ほか（校舎竣工記念行事と併せて）

■馬場分館（馬場小学校）

　　11月3日（ガ午前9時半～午後3時
　●郷土芸能発表大会　民踊・民謡・三味線など

■姿分館　10月27日（ガ午後7時半～9時半

　●記念講演
　　　　r山村生活に想う」農民文学者河内幸一郎氏

　　　　　　　　　　　水沢地区公民館88－3101
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術・文化・芸能の秋です〃

■地区芸能祭

　　10月28日（日）午前10時～午後3時30分

　●郷土芸能●民踊●民謡●カラオケ

f一一一一一飛　小（飛渡地区公民館）蕊7－8743

■文化祭　11月3目（土）～4日（日）

　　3目　午後1時～午後5時
　　4目　午前9時～午後4時
　●菊花展・作品展（活花・やきもの・手芸）

　●十目町史跡公園紹介写真展・バザー

　・もちつき・やきものガラクタ市など

　　　　　　　　中条地区公民館溶2－2748

■文化祭　11月3日（土）～4日（日）

　午前9時～午後4時
●菊花・盆栽展●書道●活花展

●くみひも展示●バザーなど

　　　　　　大井田分館

下条
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■文化祭　11月11日（日）

　午前9時～午後4時
●菊花・活花展●書道他作品展

●バザー

　　　　　新座分館

■文化祭　10月28日（日）午前9時～午後4時

　●作品展●下条グ）織物展●バザー

■第1回菊花展・家庭の日ポスター展・交通事故写真展

　　11月3日（土）～4日（日）午前9時～午後10時

　　（4日は午後4時まで）

■東下組地区村づくり大会
　　11月11日（日）午後1時～4時

　●体験発表●作品展（会場一東ド組小学校）

■下条地区世代交流集会　11月18日（日）午後1時～4時

　　5分科会にわかれて討議

一 ド条地区公民館密5－2004＿マ

■文化祭　10月28日（日）

　　午前9時～午後4時
　　●学習の成果発表展示●芸能発表・小

　　学生の作品展示●バザー（体育協会）

一六箇小（六箇地区公民館）82－3418A＿

♂鍛治

塞沢

■第5回市民芸能祭

　●市民会館ホール・入場無料です

　　10月26日囲　夜7時～9時半

　　郷土芸能と民踊のタベ

　●11月1日困　夜7時～9時半

　　競演〃舞踊と三味線・詩吟と剣詩舞

　●11月10日（土）夜7時～9時

　　剣舞と民踊（謡）の祭典

■県芸術祭公演

　　東京ヴィヴァルディ合奏団演奏会

　　10月29目（月）午後6時半開演

　　　（招待者に限ります）

■文化祭　11月3日午前9時～午後4時

　　●学級・講座の発表展示●写真展●美術協

　　会展●村まつりの広場●バザー●黒沢明

　　映画祭

　　　　　　　　十日町市公民館87－5011

■文化祭　11月3日（土）～4目（日

　　午前9時～午後4時

　　（4日は午後3時まで）

　　●作品展（花・焼物など）

り川治地区公民館82－2223一一rr一

■芸能発表会

　　11月18日（日）午前9時～午後3時

　　●地区民芸能発表会●小学生学芸発表

　　　吉田小（吉田地区公民館）雪2－2874

水沢地区文化祭（継鷺禦灘襲奪婦

■水沢小学校

　　11月3日（ガ～4日（日）午前9時～午後4時

　●文化部門　書道・盆栽・菊・活花・焼物など

　●芸能部門　民踊（謡）・詩吟・演劇・剣舞

　●地区公民館設置30周年記念式典

　●記念講演　上越教育大学教授　前田幹氏

■野中分館（野中小学校）

　　11月16日㈱　午前9時～午後3時
　●記念芸能祭ほか（校舎竣工記念行事と併せて）

■馬場分館（馬場小学校）

　　11月3日（ガ午前9時半～午後3時
　●郷土芸能発表大会　民踊・民謡・三味線など

■姿分館　10月27日（ガ午後7時半～9時半

　●記念講演
　　　　r山村生活に想う」農民文学者河内幸一郎氏

　　　　　　　　　　　水沢地区公民館88－3101
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市
展
賑

　
第
十
二
回
市
展
が
、
十
二
日
～
十

四
日
ま
で
市
公
民
館
で
開
か
れ
、
二
千

五
百
人
あ
ま
り
の
参
観
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
出
品
作
品
も
多
く

審
査
員
も
作
品
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

賞
讃
の
言
葉
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
．

わ
う
！

入
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〔
第
一
部

■
市
展
賞

（
高
島
）

■
奨
励
賞

（
川
西
町
）

海
」

日
本
画
〕

「
寂
静
白
日
」
柳
安
寿

　
　
高
橋
幸
男

の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

泉
）〔

第
二
部

■
市
展
賞

（
川
西
町
）

■
奨
励
賞

（
本
町
六
）

清
水
弘
文

「
日
暮
れ
」
星
名
正
隆

■
佳
作
賞
　
　
「
少
女
の

　
（
神
明
町
）
「
水
底

　
　
　
馬
場
忍
（
小

洋
画
〕

「
河
原
梧
」
春
日
敏
夫

　
「
残
雪
」
阿
部
貞
子

「
遺
跡
に
な
る
機
械
」

（
大
和
町
）
　
「
直
江
津

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
1
0
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
絡

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

鱗
績
ン
づ

中
　
古

三
万
五
千
円

石
油
ス
ト
ー
ブ

中
　
古

相
談
で

A
D
C
ア
ー
曳
ト
ラ
ッ
ク

ニ
○
○
○
プ
レ
イ
ヤ
i

〃

相
談
で

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

三
万
円
位

・
ー
イ
ン
グ
マ
シ
ン

（
美
容
機
械
）

〃

一
万
八
千
円

～
二
万
円

カ
セ
ッ
ト
ス
テ
レ
オ

（
サ
ン
ヨ
！
）

〃

相
談
で

。
，
　
　
　
．
4
ム

イ
ン
コ
つ
が
い

千
六
百
円

、

凧
い

嘲
歩
藩
、
　
　
ワ

イ
ン
コ
メ
三
羽

八
百
円

港
」
羽
鳥
正
巳
（
四
日
町
）
■
佳
作

賞
　
　
「
雪
の
春
」
玉
村
三
郎
（
妻
有

町
）
　
「
休
漁
村
」
押
木
茂
樹
（
上
原
）

「
街
H
」
林
英
二
郎
（
小
千
谷
市
）

「
雪
の
石
仏
」
村
山
邦
好
（
田
川
町
）

「
風
景
」
大
西
賢
照
（
高
山
）
　
「
水

道
塔
の
あ
る
風
景
」
村
山
峰
雄
（
池

之
平
）

〔
第
三
部
　
新
し
い
美
術
〕

臼
市
展
賞
　
　
「
水
の
よ
ろ
こ
び
」
野

村
隆
子
（
千
歳
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
作
品
一
〇
五
」
マ
シ

モ
タ
ツ
オ
（
下
条
二
丁
目
）
　
「
A
T
」

滝
沢
洋
三
郎
（
高
山
）
　
「
い
っ
ぶ
く

い
か
が
」
野
村
重
義
（
千
歳
町
）
■

佳
作
賞
　
　
「
童
話
」
青
少
年
ホ
ー
ム

花
道
部
（
学
校
町
）
　
「
分
解
」
小
宮

山
雅
志
（
島
）
　
「
夢
」
村
山
三
智
男

（
西
本
町
）
　
「
モ
ア
レ
恥
5
」
富
沢

正
夫
（
中
条
旭
町
）
　
「
変
身
タ
イ
ル
」

岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）
　
「
窓
」
斉

木
文
夫
（
宮
下
町
）

〔
第
四
部
　
彫
塑
）

口
市
展
賞

（
中
条
島
）

■
奨
励
賞

（
田
川
町
）

A
」
大
久
保
一

〔
第
五
部

■
市
展
賞

年
灘
凝
楼
願
瞬
誇

　
　
　
鰐
叛
薦
教
蜜
携
綾
ー

　
市
公
民
館
（
本
館
）
で
年
賀
状
版

画
教
室
を
開
き
ま
す
．

　
ち
ょ
つ
と
し
た
版
画
を
添
え
る
だ

け
で
年
賀
状
も
も
ら
っ
て
う
れ
し
い

も
の
に
な
り
ま
す
。
か
ん
た
ん
な
も

の
な
ら
、
そ
の
日
の
う
ち
に
作
品
が

楽
し
め
ま
す
。
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
生
徒
用
の
彫
塑
刀
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な

い
か
た
に
は
お
貸
し
し
ま
す
。

　
日
時
●
十
月
二
十
六
目

　
　
　
　
十
幽
月
九
日
．
十
六
目

　
　
　
●
夜
七
時
～
九
時

　
こ
の
う
ち
一
回
だ
け
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。

「
母
子
」
小
川
義
一

　
「
圭
子
」
根
津
憲
一

■
佳
作
賞
　
　
「
少
年

　
（
新
座
）

工
芸
〕

「
焼
き
し
め
変
形
つ
ぼ
」

越
村
巳
則
（
中
条
中
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
初
秋
」
南
雲
敏
美
（
中

里
村
）
　
「
百
合
」
小
川
義
一
（
中
条

島
）
　
コ
輪
ざ
し
」
土
井
清
史
（
本

町
六
」
■
佳
作
賞
　
　
「
鎌
倉
彫
雀
文

様
切
立
盆
」
井
ノ
川
由
延
（
中
里
村
）

「
土
灰
青
磁
壷
」
柳
一
夫
（
高
島
）

「
花
」
滝
沢
芳
子
（
本
町
一
V
　
「
花

器
」
和
田
初
代
（
中
条
中
町
）

〔
第
六
部

■
市
展
賞

（
本
町
三
）

■
奨
励
賞

雲
（
袋
町
）

夫
（
川
治
下
町
）

子
（
稲
荷
町
）

命
」
村
山
五
三
郎

李
白
憶
旧
遊
詩
巻
」

代
高
校
）

書
道
〕

「
李
賀
詩
」
山
内
蓮
子

　
「
漢
詩
二
首
」
野
上
秋

　
「
蘇
東
披
詩
」
島
田
鉄

　
　
「
和
歌
」
塩
川
貞

　
■
佳
作
賞
　
　
「
妾
薄

　
　
　
（
田
川
町
）
　
「
臨

　
　
　
山
賀
順
子
（
松

「
般
若
心
経
」
経
沢
利
夫

（
美
雪
町
三
）
　
「
清
帯
香
来
」
大
久

保
義
信
（
寿
町
）
　
「
高
青
邸
詩
」
宮

静
子
（
丸
山
町
）
　
「
七
言
古
詩
」
阿

部
妙
子
（
北
新
田
）
　
「
唐
詩
」
鈴
木

伊
三
郎
（
中
里
村
）
　
「
和
歌
」
樋
口

節
子
（
昭
和
町
）
　
「
和
歌
初
秋
の
空

吹
く
風
」
藤
ノ
木
水
硯
（
中
里
村
）

〔
第
七
部
　
写
真
〕

■
市
展
賞
　
　
「
家
族
の
顔
」
村
山
栄

一
（
津
南
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
ベ
ニ
シ
ジ
ミ
蝶
」
宮

沢
健
二
（
小
黒
沢
）
　
「
ス
キ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
」
平
賀
重
貴
（
塩
沢
町
）

「
老
婆
」
生
越
久
雄
（
原
）
■
佳
作

賞
「
模
氷
」
徳
永
重
信
（
稲
荷
町
）

「
童
心
」
高
橋
憲
一
（
高
田
町
）
　
「
初

夏
」
田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）
　
「
少
女
」

樋
口
俊
久
（
中
里
村
）
　
「
闘
牛
」
角

山
聡
（
上
新
田
）
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人
権
相
談
所
を
開
設

　
地
方
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
㈹
　
午
前
十

時
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
公
民
館
　
本
館

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
長
岡
支
局
職
員

相
談
内
容
　
○
老
人
や
婦
女
子
が
虐

待
さ
れ
て
い
る
。
騒
音
、
悪
臭
等
で

生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
。
お

ど
し
や
暴
力
で
義
務
の
な
い
事
を
強

い
ら
れ
た
り
、
家
主
や
地
主
か
ら
一

方
的
に
お
い
た
て
ら
れ
て
い
る
等
の

人
権
問
題
　
○
借
地
、
借
家
、
登
記
、

戸
籍
、
供
託
そ
の
他
民
事
、
刑
事
関

係
の
問
題
　
○
交
通
事
故
に
よ
る
損

害
賠
償
、
離
婚
、
土
地
、
建
物
等
に

関
す
る
紛
争
が
起
き
た
が
、
資
力
に

乏
し
い
た
め
、
訴
訟
で
解
決
を
は
か

れ
な
い
と
き
等
の
問
題

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
一
日
㈱
　
午
後
十
二
時

三
十
分
～
四
時
ま
で
　
小
泉
、
山
谷
、

稲
葉
の
一
部
、
北
鐙
坂
、
南
鐙
坂
、

樽
沢
　
▼
十
一
月
二
日
囲
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
中
在
家
、
市

之
沢
、
大
石
　
▼
十
一
月
七
日
困

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
仙
之

山
、
塩
野
、
願
入
、
平
、
漉
野
、
二

子
　
▼
十
一
月
十
五
日
困
　
午
前
八

時
～
正
午
ま
で
　
川
治
上
町
の
一
部
、

大
黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
、
新
宮
、

土
市
、
中
村
、
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、

ニ
ツ
屋
、
池
沢
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、

船
坂
、
塩
之
又
、
野
中
、
天
池
、
細

尾
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼
十
一
月
十

五
目
　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
ま

で
　
馬
場
、
水
沢
、
珠
川

　12月期の福祉年金の支払いが、各郵便局ではじ

まります。

　その前に福祉年金証書を、つぎの日程でお渡し

しますので、印鑑及び保管証を持参のうえ忘れず

に指定場所でお受け取りください。（受け取りにっ

いては、代理人でも結構です）

　例年午前中は混み合いますが、午後からは比較

的すいています。

日
　
　
　
時

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
給
郵
便
局

11

月
12
日
㈲

午
前
9
時

　
～

午
後
4
時

市
役
所
市
民
課

　
　
国
民
年
金
係

十
日
町
郵
便
局

新
　
水
　
農
　
協

新
水
簡
易
郵
便
局

六
箇
出
張
所

六
箇
郵
便
局

川
　
治
　
農
　
協

川
治
簡
易
郵
便
局

n
月
1
3
目
図

午
前
9
時

　
～

午
後
4
時

市
役
所
市
民
課

　
　
国
民
年
金
係

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
条
出
張
所

下
条
郵
便
局

水
沢
出
張
所

越
後
水
沢
郵
便
局

土
市
郵
便
局

吉
田
出
張
所

魚
沼
吉
田
郵
便
局

◎◎

敬
離
撚
繍
噸
源
㎞
朋
酩
闘
）

事
業
名
　
期
　
日
　
受
付
時
間
　
会
　
場
　
名
　
対
象
者
参
集
区
域

備
　
　
考

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

U
月
9
日

，
（
金
）

午
後
1
時
　
勤
労
　
　
　
　
5
3
年
5
月

～
2
時
　
青
少
年
ホ
ー
ム
生
れ
の
人

域全

い七
、だく1

“
㌦いおはたかの月当亥活｛て

／
＼
なが知通人個

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

n
月
14
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
7
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

n
月
2
1
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
5
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

n
月
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半

～
4
時

中
条
公
民
館

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

中
条
地
区

11

月
1
9
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

11
月
2
0
日

　
（
火
）

ド
条
公
民
館

ド
条
地
区

n
月
2
0
日

　
（
火
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

H
月
”
昭
日

　
（
木
）

十
日
町
公
民
館

54

年
3
月

～
5
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

一
3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
…

…
（
文
化
冒
）
　
奮
2
の
2
1
7
4
番
一

一
4
目
富
田
医
院
（
神
明
町
）
一

…
　
　
　
　
密
2
の
3
2
6
9
番
…

…
11
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

｝
　
　
　
　
B
7
の
3
0
1
8
番
…

…
1
8
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
　
B
2
の
2
9
5
7
番
㎜

…
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
ド
条
中
央
通
）
…

一
（
勤
憲
謝
の
日
）
蕊
5
の
2
0
0
3
番
皿

一
2
5
日
　
十
目
町
病
院
（
高
田
町
3
南
二

…
　
　
サ
の
5
5
6
6
番
｝

と　き　11月5日（月K午前10時～午後3時》

ところ　関芳織物㈱関芳会館

と　き　11月6日㈹《午前10時～午後3時》

ところ　滝文工業㈱若草寮

■血液生化学検査の結果について
　4月～8月の献血分までが保健課に届
いています．希望者は献血手帳を持参し
て保健課までおいでください。

明日といわず今献血しましょう

　
　
　
今
潟
の
納
税
…
…
霜
厩
税
擁
国
観
健
康
保
験
料

　
　
　
　
　
　
　
　
第
畷
期
…
…
納
期
隙
は
牽
潟
輩
斎
鱒
臼

…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
結離

　
　
赫

ノ阪11／25
　　　　　　　　　　　口49号口

年8月25日第3種郵便物認可（り部6円）編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）／往1月25日昭和54年8月25日第3種郵便物

相
続
放
棄
の
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
遺
産
相
続
に
関
係
す
る
市
民
相
談

が
年
間
三
十
～
四
十
件
も
あ
り
ま
す
．

都
合
で
相
談
に
こ
ら
れ
な
い
か
た
や

相
続
に
関
心
の
あ
る
か
た
の
た
め
に

相
続
放
棄
の
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

　
現
在
の
相
続
制
度
で
は
、
た
と
え

ば
、
不
幸
に
し
て
夫
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
夫
の
財
産
や
権
利
、
義
務
の

一
切
が
原
則
と
し
て
無
制
限
に
妻
や

子
供
の
遺
族
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．
相
続
す
る
権
利
、

義
務
の
中
で
財
産
が
少
な
く
借
金
の

ほ
う
が
多
く
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

相
続
人
で
あ
る
妻
や
子
供
は
、
収
入

の
メ
ド
も
な
く
、
さ
ら
に
借
金
ま
で

相
続
す
る
と
い
っ
た
困
っ
た
立
場
に

追
い
こ
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん

な
と
き
に
「
相
続
放
棄
」
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
．
こ
の
手
続
き
は
、

夫
の
死
亡
後
三
ヵ
月
以
内
に
住
居
地

の
家
庭
裁
判
所
に
「
遺
産
相
続
は
し

ま
せ
ん
」
と
い
う
旨
の
相
続
放
棄
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
で
す
。
こ
の
手

続
き
は
簡
単
で
、
手
続
き
が
完
了
す

る
と
そ
の
遺
族
は
、
死
ん
だ
夫
の
財

産
や
借
金
と
無
関
係
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
放
棄
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合

だ
け
で
な
く
、
農
業
や
個
人
営
業
の

細
分
化
を
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な
目
的

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
蚤
U
6
サ
星
翠
蜜
璽
』
ワ
霊
【
『
自
り
垂
り
ー
』
…
り
警
9
署
2
り
9
Z
り

診
長
と
語
る
β
＋
二
月
・
日
・
土
・

　
　
　
　
H
次
回
が
最
終
回
で
す
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
　
午
後
四
時
～
八
時

青色申告決算説明会日程‘
※該当者はお忘れなく出席してください。

開催日 青申会
（地区）

会　　場
月日 曜 時刻

12／3 月 10；00 左官組合 税　　務　　署
〃 〃 13：30 出　　機 農協福祉会館
〃 〃 〃 理　’容 税　　務　　署

4 火 10100 東 大井田分館
〃 〃 13：30 撚　　糸 撚糸組備
〃 〃 〃 飲食業 商工会議所
5 水 10：00 南 川治公民館
〃 〃 13：30 吉　　田 吉田出張所
躍 が 〃 下　　条 下条公民館
6 木 10100 中　　条 中条公民館
〃 〃 13：30 中　　央 商工会議所
7 金 ガ 協　　和 農協橿祉会館
〃 彪 14：30 織　　物 織物組　。
10 月 粟3：30 水、　沢 水沢出張所
12 水 10：00 十日町市

会員外
商工会議所

〃 〃 13：30

農
家
の
．
長
男
が
家
の
跡
を
継
ぐ
と
い

う
と
き
、
長
男
以
外
の
相
続
人
か
ら

「
相
続
放
棄
」
の
手
続
き
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
こ
の
手
続
き
を
し

て
お
く
と
、
後
で
遺
産
相
続
を
め
ぐ

る
も
め
ご
と
も
な
く
、
遺
産
相
続
登

記
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
以
上
が
相
続
放
棄
の
概
要
で

す
が
、
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
相

談
係
か
新
潟
家
庭
裁
判
所
十
目
町
出

張
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
建
物
競
売

　
　
　
　
入
札
公
告

　
つ
ぎ
の
と
お
り
八
幡
田
市
営
住
宅

建
物
を
公
売
し
ま
す
。

◆
競
売
物
件
の
所
在
地
　
十
日
町
市

寅
甲
四
百
八
十
九
番
地
五

◆
競
売
物
件
　
八
幡
田
市
営
住
宅
十

八
棟
外
共
同
浴
場
一
棟

木
造
瓦
葺
平
家
建
一
棟
二
十
九
・
七

五
平
方
材

共
同
浴
場
一
棟
六
・
六
平
方
材

総
面
積
五
百
四
十
一
平
方
材

◆
物
件
下
見
案
内
　
十
二
月
一
目

午
前
九
時
（
各
自
現
地
集
合
）

◆
入
札
日
時
　
同
日
午
前
十
時

◆
入
札
場
所
　
市
役
所
小
会
議
室

◆
入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百

分
の
五
以
上

　
詳
細
は
、
市
役
所
開
発
課
（
奮
七

ー
三
二
一
番
内
線
二
二
八
）
へ
。


